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色素増感太陽電池を改良する 
2601 足立 周士  2505 伊藤 大貴 

 

次世代の太陽電池に色素増感太陽電池というものがあるが、この電池には長持ちしないという欠点

がある。そこで本研究では、寒天を用いて電解液をゲル化することで色素増感太陽電池をより長持ち

させることを目標に実験を行った。色素増感太陽電池の電解液であるヨウ素液をゲル化したものと、

ゲル化していないものとでの対照実験を行い、ゲル化することで色素増感太陽電池が長持ちするかを

確かめた。寒天をゲル化したものはゲル化していないものと比べ電圧や電流が低い値を示したが、電

圧の低下は緩やかになった。この結果から、電解液をゲル化することで電池をより長持ちさせられる

可能性があると考えた。今後は寒天を添加しないものと同等の電圧になるような工夫をしていきたい。 

 

１．目的 

 本研究は、色素増感太陽電池に恵那市の特産

品である寒天で電解液をゲル化することで太陽

電池をより長持ちさせることを目的とする。 

 

２．仮説 

 電解液に寒天を添加してゲル化することで、

電解液の乾燥が防がれ、より長い時間、電流や

電圧が生じる。 

 

３．使用した器具・装置 

ホウレンソウ  エタノール  

ホットプレート メスシリンダー ビーカー 

導電性ガラス 酸化チタン(Ⅳ) 酢酸 

PEG(ポリエチレングリコール)  ヨウ素液 

実験用粉寒天 

乳鉢  乳棒  電気炉  ガラス棒 

電子天秤  ビーカー  ホットプレート  

鉛筆  テープ  寒天型（自作・図 1） 

サイエンスキャプチャー マイクロアンペア計 

 

 

        

図 1 寒天型 

 

 

図 1 寒天型 

４．手順 

（1）色素の抽出 

エタノール 50.0mL にちぎったホウレンソウ

20.0g を入れて沸騰しない程度に 20 分間加熱

する。 

ホウレンソウを取り出して 20mL 程度になる

まで抽出液を加熱する。 

 

（2）負極の作成 

酸化チタン 12.0g、PEG5.0g、酢酸 4.0g を混

ぜ、酸化チタンペーストを作る。 

導電性ガラスの三方向 3.0mm をマスキングし

て酸化チタンペーストをムラにならないように

塗布する。（図 2） 

ペーストを塗布したガラスを乾燥させた後、

450℃で45分間、電気炉で焼き付ける。焼成し

たものを(1)で抽出した溶液に暗所で 1 日浸す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 焼成したガラス 
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（3）正極の作成 

別の導電性ガラスを鉛筆で塗りつぶす。 

 

 

 

 

図 3 普通のガラスと正極ガラスの比較 

 

（4）電解液のゲル化 

ヨウ素液 30.0mL に粉寒天 2.0g を添加し、ホ

ットプレートで加熱する。加熱した液を型に入

れて、常温で 1 時間粗熱を取る。 

冷蔵庫で 1 日冷やし固める。 

 

（5）組み立て 

寒天ありのものを組み立てる。（図 4,5） 

寒天なしのものを組み立てる。（図 6,7） 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4 寒天あり電池の構造   図 5 外観 

 

図 4 寒天なし電池の構造 図 5  

 

 

 

 

 

 

 図 6 寒天なし電池の構造   図 7 外観 

 

（6）測定 

1 日に 1 回の電流測定と、1 分毎に 70 分間

の電圧測定を 7 日間行った。 

注：電圧計と電流計を同時に接続すると両方が

0 を示し、同時測定が困難であった。太陽電池

の内部抵抗が原因だと考えられる。 

５．結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 1 日目の電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 2 日目の電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 5 日目の電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 6 日目の電圧 

注：3、4 日目は測定できなかった。 
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図 12 7 日目の電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 各日の平均電圧の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 電流最高値の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 電流安定値の推移 

 

 

1 日目、2 日目の電圧は寒天を添加していな

いものが低かったが、その後は寒天を添加した

ものが優位であった。しかし、7 日目では最終

的に同じ時に電圧が 0V となった。 

 

６．考察 

 寒天を添加する事で寒天を添加していないも

のよりも電流、電圧が弱くなったということか

ら、寒天によって電流の流れが抑制されており、

また寒天によって色素増感太陽電池に当たる光

量が減少したと考えた。 

 また、図 8、9 の 1、2 日目では寒天を添加し

たものが添加をしていないものよりも電圧の減

少が緩やかであったことから、寒天が乾燥防止

に効果があると考えた。 

 ここから、1 日目で寒天を添加したものと寒

天を添加していないもので同程度の電圧があれ

ば、寒天を添加したものがより長持ちすると考

えた。 

 

７．展望 

 寒天を添加することで電流、電圧が減少して

しまったため、添加する寒天の量による電圧,

電流の変化、ヨウ素液寒天の厚さによる電流,

電圧の変化を試すことで、寒天を添加した電池

の出力を上げる。 
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